
(57)【要約】

【課題】ゲートウェイのアドレス設定に、端末とゲート

ウェイとの間の経路の状態を反映させることができる通

信システム及び通信装置並びに通信方法を提供すること

を目的とする。

【解決手段】通信装置に、自通信装置と自通信装置の属

する自ネットワークと自ネットワークとは異なる他のネ

ットワークとを接続する接続装置との間で利用する経路

情報及び接続装置の情報を収集する情報収集手段と、収

集された経路情報及び接続装置の情報を記憶する記憶手

段と、ネットワーク内での経路制御機能を持たない通信

装置に対して、記憶された経路情報及び接続装置の情報

に基づいて、接続装置を選択する選択手段と、選択され

た接続装置への経路を制御する経路制御手段とを備える

ことにより達成される。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ネ ッ ト ワ ー ク を 構 成 す る 分 散 配 置 さ れ た 複 数 の 通 信 装 置 を 介 し て 通 信 を 行 う 通 信 シ ス テ
ム に お け る 、 通 信 装 置 で あ っ て ：
　 自 通 信 装 置 と 、 前 記 自 通 信 装 置 の 属 す る 自 ネ ッ ト ワ ー ク と 前 記 自 ネ ッ ト ワ ー ク と は 異 な
る 他 の ネ ッ ト ワ ー ク と を 接 続 す る 接 続 装 置 と の 間 で 利 用 す る 経 路 情 報 及 び 前 記 接 続 装 置 の
情 報 を 収 集 す る 情 報 収 集 手 段 ；
　 収 集 さ れ た 前 記 経 路 情 報 及 び 前 記 接 続 装 置 の 情 報 を 記 憶 す る 記 憶 手 段 ；
　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク 内 で の 経 路 制 御 機 能 を 持 た な い 通 信 装 置 に 対 し て 、 記 憶 さ れ た 前 記 経
路 情 報 及 び 前 記 接 続 装 置 の 情 報 に 基 づ い て 、 接 続 装 置 を 選 択 す る 選 択 手 段 ；
　 前 記 選 択 さ れ た 接 続 装 置 へ の 経 路 を 制 御 す る 経 路 制 御 手 段 ；
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 通 信 装 置 に お い て ：
　 前 記 選 択 手 段 は 、 受 信 デ ー タ か ら 抽 出 さ れ た 宛 先 を 示 す 識 別 子 が 第 １ の 接 続 装 置 の 識 別
子 で あ る 場 合 に 、 前 記 記 憶 さ れ た 前 記 経 路 情 報 及 び 前 記 接 続 装 置 の 情 報 に 基 づ い て 、 前 記
第 １ の 接 続 装 置 が 所 定 の 基 準 を 満 た す か 否 か を 判 断 し 、
　 前 記 経 路 制 御 手 段 は 、 前 記 判 断 に 基 づ い て 、 前 記 識 別 子 を 所 定 の 基 準 を 満 た す 前 記 第 １
の 接 続 装 置 と は 異 な る 接 続 装 置 の 識 別 子 に 書 き 換 え る こ と を 特 徴 と す る 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 通 信 装 置 に お い て ：
　 前 記 選 択 手 段 は 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク 内 で の 経 路 制 御 機 能 を 持 た な い 通 信 装 置 か ら 送 信 さ
れ た 接 続 装 置 の Ｍ Ａ Ｃ ア ド レ ス を 問 合 せ る パ ケ ッ ト が 受 信 さ れ 、 且 つ 前 記 パ ケ ッ ト に 付 加
さ れ た 問 合 せ 先 ア ド レ ス が 第 １ の 接 続 装 置 の 識 別 子 で あ る 場 合 に 、 前 記 記 憶 さ れ た 前 記 経
路 情 報 及 び 前 記 接 続 装 置 の 情 報 に 基 づ い て 、 前 記 第 １ の 接 続 装 置 が 所 定 の 基 準 を 満 た す か
否 か を 判 断 し 、
　 前 記 経 路 制 御 手 段 は 、 前 記 判 断 に 基 づ い て 、 前 記 第 １ の 接 続 装 置 の Ｍ Ａ Ｃ ア ド レ ス を 返
答 す る こ と を 特 徴 と す る 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 通 信 装 置 に お い て ：
　 前 記 自 通 信 装 置 と 前 記 接 続 装 置 と の 間 で 利 用 す る 経 路 の 品 質 情 報 、 優 先 度 情 報 の う ち 少
な く と も 1つ を 前 記 自 通 信 装 置 と は 異 な る 他 の 通 信 装 置 に 通 知 す る 通 知 手 段 ；
　 を 備 え 、
　 前 記 選 択 手 段 は 、 前 記 他 の 通 信 装 置 か ら の 通 知 情 報 に 基 づ い て 、 所 定 の 基 準 を 満 た す 接
続 装 置 を 選 択 す る こ と を 特 徴 と す る 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 通 信 装 置 に お い て ：
　 前 記 選 択 手 段 は 、 前 記 通 知 情 報 に 基 づ い て 、 前 記 通 信 装 置 の 再 選 択 を 行 う こ と を 特 徴 と
す る 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 通 信 装 置 に お い て ：
　 前 記 選 択 さ れ た 接 続 装 置 に 基 づ い て 、 前 記 接 続 装 置 と 前 記 自 通 信 装 置 と の 間 の 回 線 の 優
先 度 を 制 御 す る 優 先 度 制 御 手 段 ；
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 ネ ッ ト ワ ー ク を 構 成 す る 分 散 配 置 さ れ た 複 数 の 通 信 装 置 を 介 し て 通 信 を 行 う 通 信 シ ス テ
ム 間 を 接 続 す る 、 中 継 装 置 で あ っ て ：
　 自 中 継 装 置 と 通 信 装 置 と の 間 で 利 用 す る 経 路 情 報 及 び 前 記 通 信 装 置 の 情 報 を 収 集 す る 情
報 収 集 手 段 ；
　 収 集 さ れ た 前 記 経 路 情 報 及 び 前 記 通 信 装 置 の 情 報 を 記 憶 す る 記 憶 手 段 ；
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　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク 内 で の 経 路 制 御 機 能 を 持 た な い 通 信 装 置 に 対 し て 、 記 憶 さ れ た 前 記 経
路 情 報 及 び 前 記 通 信 装 置 の 情 報 に 基 づ い て 、 接 続 装 置 を 選 択 す る 選 択 手 段 ；
　 前 記 選 択 さ れ た 接 続 装 置 へ の 転 送 経 路 を 制 御 す る 経 路 制 御 手 段 ；
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 中 継 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 中 継 装 置 に お い て ：
　 前 記 選 択 さ れ た 接 続 装 置 の 情 報 を 、 前 記 接 続 装 置 と は 異 な る 接 続 装 置 へ 通 知 す る 通 知 手
段 ；
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 中 継 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 ネ ッ ト ワ ー ク を 構 成 す る 分 散 配 置 さ れ た 複 数 の 通 信 装 置 を 介 し て 通 信 を 行 う 通 信 シ ス テ
ム で あ っ て ：
　 前 記 通 信 装 置 は 、
　 自 通 信 装 置 と 、 前 記 自 通 信 装 置 属 す る 自 ネ ッ ト ワ ー ク と 前 記 自 ネ ッ ト ワ ー ク と は 異 な る
他 の ネ ッ ト ワ ー ク と を 接 続 す る 接 続 装 置 と の 間 で 利 用 す る 経 路 情 報 及 び 前 記 接 続 装 置 の 情
報 を 収 集 す る 情 報 収 集 手 段 ；
　 収 集 さ れ た 前 記 経 路 情 報 及 び 前 記 接 続 装 置 の 情 報 を 記 憶 す る 記 憶 手 段 ；
　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク 内 で の 経 路 制 御 機 能 を 持 た な い 通 信 装 置 に 対 し て 、 記 憶 さ れ た 前 記 経
路 情 報 及 び 前 記 接 続 装 置 の 情 報 に 基 づ い て 、 接 続 装 置 を 選 択 す る 選 択 手 段 ；
　 前 記 選 択 さ れ た 接 続 装 置 へ の 経 路 を 制 御 す る 経 路 制 御 手 段 ；
　 を 備 え 、
　 前 記 中 継 装 置 は 、
　 自 中 継 装 置 と 通 信 装 置 と の 間 で 利 用 す る 経 路 情 報 及 び 前 記 通 信 装 置 の 情 報 を 収 集 す る 情
報 収 集 手 段 ；
　 収 集 さ れ た 前 記 経 路 情 報 及 び 前 記 通 信 装 置 の 情 報 を 記 憶 す る 記 憶 手 段 ；
　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク 内 で の 経 路 制 御 機 能 を 持 た な い 通 信 装 置 に 対 し て 、 記 憶 さ れ た 前 記 経
路 情 報 及 び 前 記 通 信 装 置 の 情 報 に 基 づ い て 、 接 続 装 置 を 選 択 す る 選 択 手 段 ；
　 前 記 選 択 さ れ た 接 続 装 置 へ の 転 送 経 路 を 制 御 す る 経 路 制 御 手 段 ；
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 通 信 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 ネ ッ ト ワ ー ク を 構 成 す る 分 散 配 置 さ れ た 複 数 の 通 信 装 置 を 介 し て 通 信 を 行 う 通 信 シ ス テ
ム に お け る 、 通 信 方 法 で あ っ て ：
　 自 通 信 装 置 と 、 前 記 自 通 信 装 置 の 属 す る 自 ネ ッ ト ワ ー ク と 前 記 自 ネ ッ ト ワ ー ク と は 異 な
る 他 の ネ ッ ト ワ ー ク と を 接 続 す る 接 続 装 置 と の 間 で 利 用 す る 経 路 情 報 及 び 前 記 接 続 装 置 の
情 報 を 収 集 す る ス テ ッ プ ；
　 収 集 さ れ た 前 記 経 路 情 報 及 び 前 記 接 続 装 置 の 情 報 を 記 憶 す る ス テ ッ プ ；
　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク 内 で の 経 路 制 御 機 能 を 持 た な い 通 信 装 置 に 対 し て 、 記 憶 さ れ た 前 記 経
路 情 報 及 び 前 記 接 続 装 置 の 情 報 に 基 づ い て 、 接 続 装 置 を 選 択 す る ス テ ッ プ ；
　 前 記 選 択 さ れ た 接 続 装 置 へ の 経 路 を 制 御 す る ス テ ッ プ ；
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 通 信 制 御 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 複 数 の 通 信 装 置 が 互 い に 接 続 す る こ と に よ り ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク を 構 築
す る 通 信 シ ス テ ム 、 通 信 装 置 及 び 中 継 装 置 並 び に 通 信 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 例 え ば 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ は 、 携 帯 電 話 シ ス テ ム 等 と 比 較 し て 高 速 な 無 線 回 線 を 提 供 す る 。 し
か し 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ は 通 信 距 離 が 短 い た め 、 1つ の 無 線 基 地 局 だ け で は な く 、 複 数 の 無 線 基
地 局 を イ ー サ ネ ッ ト （ 登 録 商 標 ） 等 で 構 築 さ れ た バ ッ ク ボ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク を 経 由 し て 互
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い に 接 続 す る こ と に よ り 、 広 範 囲 な サ ー ビ ス エ リ ア を 構 築 す る 。 こ の バ ッ ク ボ ー ン ネ ッ ト
ワ ー ク は 、 広 帯 域 で 安 定 し た 回 線 品 質 を 提 供 す る 有 線 回 線 を 用 い て 構 築 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 近 年 、 有 線 の バ ッ ク ボ ー ン を 有 さ な い 場 所 で 迅 速 に バ ッ ク ボ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク
を 構 築 す る 用 途 や 、 既 存 の バ ッ ク ボ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク を 簡 易 に 拡 張 す る た め に 、 無 線 Ｌ Ａ
Ｎ の 基 地 局 間 を 無 線 で 接 続 す る こ と に よ り 、 バ ッ ク ボ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク を 構 築 す る よ う に
な っ て き た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ れ ら の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ を 含 め た イ ー サ ネ ッ ト （ 登 録 商 標 ） を 基 本 と す る バ ッ ク ボ ー ン ネ ッ
ト ワ ー ク に お い て は 、 Ｉ Ｐ ル ー タ を 必 要 と し な い デ ー タ リ ン ク 層 の ネ ッ ト ワ ー ク が 構 築 さ
れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の バ ッ ク ボ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク を 利 用 し て パ ケ ッ ト を 転 送 す る 場 合 、 端 末 か ら 送 信 さ れ
た パ ケ ッ ト は バ ッ ク ボ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク を 構 成 す る 複 数 の ノ ー ド を 経 由 す る 。 こ の パ ケ ッ
ト の 経 路 を 制 御 す る 経 路 制 御 機 能 と し て は 多 数 の 方 式 が 既 に 提 案 さ れ て い る 。 例 え ば 、 Ｉ
Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ で 規 定 さ れ て い る ス パ ン ニ ン グ ツ リ ー (Spanning tree)方 式 、 イ ン タ ー
ネ ッ ト の 経 路 制 御 で 使 わ れ る RIP(Routing Information Protocol)、 OSPF (Open Shortest
 Path First)、 ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク で 利 用 さ れ る DSR(Dynamic Source Routing)、 AOD
V (Ad hoc On Demand Distance Vector)等 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 デ ー タ リ ン ク 層 の ネ ッ ト ワ ー ク は オ フ ィ ス 内 や 家 庭 内 等 の 比 較 的 限 定 さ れ た エ リ ア で 構
成 さ れ る ネ ッ ト ワ ー ク で あ る た め 、 イ ン タ ー ネ ッ ト ア ク セ ス 等 の よ り 広 範 囲 に お け る 通 信
を 行 う 場 合 に は Ｉ Ｐ ル ー タ 等 の ゲ ー ト ウ ェ イ と な る 装 置 を 経 由 し て 外 部 の ネ ッ ト ワ ー ク と
の 接 続 性 を 実 現 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ こ で 、 バ ッ ク ボ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク に 接 続 す る 端 末 は 、 外 部 の ネ ッ ト ワ ー ク に 接 続 す る
た め に 何 ら か の 方 法 で ゲ ー ト ウ ェ イ の ア ド レ ス に 関 わ る 情 報 を 取 得 し て 設 定 す る 必 要 が あ
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ゲ ー ト ウ ェ イ ア ド レ ス の 設 定 方 法 と し て 、 事 前 に Ｌ Ａ Ｎ の 管 理 者 か ら 通 知 さ れ た ゲ ー ト
ウ ェ イ の ア ド レ ス を 手 動 で 端 末 に 入 力 す る 方 法 が 考 え ら れ る 。 し か し 、 こ の 方 法 で は 、 端
末 の 移 動 や ネ ッ ト ワ ー ク の 障 害 等 、 ネ ッ ト ワ ー ク 状 態 の 変 化 の 度 に 設 定 変 更 が 必 要 と な り
、 煩 雑 な 作 業 が 要 求 さ れ る 上 、 設 定 ミ ス も 誘 発 す る 問 題 が あ る 。 こ の た め 、 こ の 動 作 を 自
動 化 す る た め の 手 法 が 多 数 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 例 え ば 、 端 末 に 対 し て Ｉ Ｐ ア ド レ ス を 自 動 的 に 付 与 す る DHCP(Dynamic Host Configurat
ion Protocol)の 機 能 を 拡 張 し 、 ゲ ー ト ウ ェ イ の Ｉ Ｐ ア ド レ ス を 端 末 に 通 知 す る 方 法 が 提
案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 ゲ ー ト ウ ェ イ と な る ル ー タ に 、 ネ ッ ト ワ ー ク に 対 し て 、 自 分 の Ｉ Ｐ ア ド レ ス を 自
動 的 に 報 知 さ せ る 機 能 を 付 加 す る こ と が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 予 め グ ル ー プ に 設 定 し た 複 数 の ル ー タ 間 で 情 報 の や り 取 り を さ せ る よ う に す る こ
と に よ り 、 設 定 変 更 を す る こ と な く 同 一 の Ｉ Ｐ ア ド レ ス を 利 用 し な が ら 自 動 的 に ゲ ー ト ウ
ェ イ と し て 利 用 す る ル ー タ を 切 り 替 え る 機 能 を 端 末 に 付 加 す る こ と が 提 案 さ れ て い る （ 例
え ば 、 非 特 許 文 献 ３ 参 照 ） 。
【 非 特 許 文 献 １ 】 S.Alexander, R.Droms, “ DHCP Options and BOOTP Vendor Extensions
” , イ ン タ ー ネ ッ ト 標 準 RFC2132， Mar1997
【 非 特 許 文 献 ２ 】 T． Narten, E.Nordmark, W.Simpson, ” Neighbor Discovery for IP Ve
rsion 6(IPv6)” ,イ ン タ ー ネ ッ ト 標 準 RFC2461, Dec 1998
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【 非 特 許 文 献 ３ 】 S.Knight, D.Weaver, D.Whipple, R.Hinden, D.Mitzel, P.Hunt, P.Hig
ginson, M.Shand, A. Lindem, “ Virtual Router Redundancy Protocol” ,イ ン タ ー ネ ッ
ト 標 準 RFC2338, Apr 1998
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 し た 背 景 技 術 に は 以 下 の 問 題 が あ る 。
ゲ ー ト ウ ェ イ の ア ド レ ス 設 定 に 、 端 末 と ゲ ー ト ウ ェ イ と の 間 の 経 路 の 状 態 が 考 慮 さ れ て い
な い 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 Ｌ Ａ Ｎ の 中 に 単 一 の ゲ ー ト ウ ェ イ し か 存 在 し な い 場 合 で あ れ ば 端 末 は 通 知 さ れ た ゲ ー ト
ウ ェ イ を 選 択 す る だ け で よ い が 、 複 数 の ゲ ー ト ウ ェ イ が 存 在 す る 場 合 に は 端 末 が 選 択 す る
ゲ ー ト ウ ェ イ に よ り 通 信 品 質 が 大 き く 変 化 す る 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 特 に 、 Ｌ Ａ Ｎ の 各 装 置 が 無 線 回 線 で 互 い に 接 続 さ れ て 構 成 さ れ る 場 合 等 に お い て は 、 周
波 数 リ ソ ー ス や 無 線 伝 送 速 度 の 制 限 等 に よ り 、 端 末 と ゲ ー ト ウ ェ イ と の 間 の 経 路 の 品 質 が
安 定 し て い な い た め 、 選 択 し た ゲ ー ト ウ ェ イ に よ り ゲ ー ト ウ ェ イ を 介 し た 通 信 品 質 が 大 き
く 劣 化 す る 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 そ こ で 本 発 明 に お い て は 、 ゲ ー ト ウ ェ イ の ア ド レ ス 設 定 に 、 端 末 と ゲ ー ト ウ ェ イ と の 間
の 経 路 の 状 態 を 反 映 さ せ る こ と が で き る 通 信 シ ス テ ム 及 び 通 信 装 置 並 び に 通 信 方 法 を 提 供
す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 の 通 信 装 置 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 構 成 す る 分 散 配 置 さ れ
た 複 数 の 通 信 装 置 を 介 し て 通 信 を 行 う 通 信 シ ス テ ム に お け る 、 通 信 装 置 で あ っ て 、 自 通 信
装 置 と 、 上 記 自 通 信 装 置 の 属 す る 自 ネ ッ ト ワ ー ク と 上 記 自 ネ ッ ト ワ ー ク と は 異 な る 他 の ネ
ッ ト ワ ー ク と を 接 続 す る 接 続 装 置 と の 間 で 利 用 す る 経 路 情 報 及 び 上 記 接 続 装 置 の 情 報 を 収
集 す る 情 報 収 集 手 段 と 、 収 集 さ れ た 上 記 経 路 情 報 及 び 上 記 接 続 装 置 の 情 報 を 記 憶 す る 記 憶
手 段 と 、 上 記 ネ ッ ト ワ ー ク 内 で の 経 路 制 御 機 能 を 持 た な い 通 信 装 置 に 対 し て 、 記 憶 さ れ た
上 記 経 路 情 報 及 び 上 記 接 続 装 置 の 情 報 に 基 づ い て 、 接 続 装 置 を 選 択 す る 選 択 手 段 と 、 上 記
選 択 さ れ た 接 続 装 置 へ の 経 路 を 制 御 す る 経 路 制 御 手 段 と を 備 え る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 さ ら に 、 上 記 選 択 手 段 は 、 受 信 デ ー タ か ら 抽 出 さ れ た 宛 先 を 示 す 識 別 子 が 第 １ の 接 続 装
置 の 識 別 子 で あ る 場 合 に 、 上 記 記 憶 さ れ た 上 記 経 路 情 報 及 び 上 記 接 続 装 置 の 情 報 に 基 づ い
て 、 上 記 第 １ の 接 続 装 置 が 所 定 の 基 準 を 満 た す か 否 か を 判 断 し 、 上 記 経 路 制 御 手 段 は 、 上
記 判 断 に 基 づ い て 、 上 記 識 別 子 を 所 定 の 基 準 を 満 た す 上 記 第 １ の 接 続 装 置 と は 異 な る 接 続
装 置 の 識 別 子 に 書 き 換 え る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 さ ら に 、 上 記 選 択 手 段 は 、 上 記 ネ ッ ト ワ ー ク 内 で の 経 路 制 御 機 能 を 持 た な い 通 信 装 置 か
ら 送 信 さ れ た 接 続 装 置 の Ｍ Ａ Ｃ ア ド レ ス を 問 合 せ る パ ケ ッ ト が 受 信 さ れ 、 且 つ 上 記 パ ケ ッ
ト に 付 加 さ れ た 問 合 せ 先 ア ド レ ス が 第 １ の 接 続 装 置 の 識 別 子 で あ る 場 合 に 、 上 記 記 憶 さ れ
た 上 記 経 路 情 報 及 び 上 記 接 続 装 置 の 情 報 に 基 づ い て 、 上 記 第 １ の 接 続 装 置 が 所 定 の 基 準 を
満 た す か 否 か を 判 断 し 、 上 記 経 路 制 御 手 段 は 、 上 記 判 断 に 基 づ い て 、 上 記 第 １ の 接 続 装 置
の Ｍ Ａ Ｃ ア ド レ ス を 返 答 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら に 、 上 記 自 通 信 装 置 と 上 記 接 続 装 置 と の 間 で 利 用 す る 経 路 の 品 質 情 報 、 優 先 度 情 報
の う ち 少 な く と も 1つ を 上 記 自 通 信 装 置 と は 異 な る 他 の 通 信 装 置 に 通 知 す る 通 知 手 段 を 備
え 、 上 記 選 択 手 段 は 、 上 記 他 の 通 信 装 置 か ら の 通 知 情 報 に 基 づ い て 、 所 定 の 基 準 を 満 た す
接 続 装 置 を 選 択 す る よ う に し て も よ い 。

10

20

30

40

50

(5) JP 2005-236767 A 2005.9.2



【 ０ ０ ２ ０ 】
　 さ ら に 、 上 記 選 択 手 段 は 、 上 記 通 知 情 報 に 基 づ い て 、 上 記 通 信 装 置 の 再 選 択 を 行 う よ う
に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 さ ら に 、 上 記 選 択 さ れ た 接 続 装 置 に 基 づ い て 、 上 記 接 続 装 置 と 上 記 自 通 信 装 置 と の 間 の
回 線 の 優 先 度 を 制 御 す る 優 先 度 制 御 手 段 を 備 え る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 中 継 装 置 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 構 成 す る 分 散 配 置 さ れ た 複 数 の 通 信 装
置 を 介 し て 通 信 を 行 う 通 信 シ ス テ ム 間 を 接 続 す る 、 中 継 装 置 で あ っ て 、 自 中 継 装 置 と 通 信
装 置 と の 間 で 利 用 す る 経 路 情 報 及 び 上 記 通 信 装 置 の 情 報 を 収 集 す る 情 報 収 集 手 段 と 、 収 集
さ れ た 上 記 経 路 情 報 及 び 上 記 通 信 装 置 の 情 報 を 記 憶 す る 記 憶 手 段 と 、 上 記 ネ ッ ト ワ ー ク 内
で の 経 路 制 御 機 能 を 持 た な い 通 信 装 置 に 対 し て 、 記 憶 さ れ た 上 記 経 路 情 報 及 び 上 記 通 信 装
置 の 情 報 に 基 づ い て 、 接 続 装 置 を 選 択 す る 選 択 手 段 と 、 上 記 選 択 さ れ た 接 続 装 置 へ の 転 送
経 路 を 制 御 す る 経 路 制 御 手 段 と を 備 え る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 さ ら に 、 上 記 選 択 さ れ た 接 続 装 置 の 情 報 を 、 上 記 接 続 装 置 と は 異 な る 接 続 装 置 へ 通 知 す
る 通 知 手 段 を 備 え る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 通 信 シ ス テ ム は 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 構 成 す る 分 散 配 置 さ れ た 複 数 の 通
信 装 置 を 介 し て 通 信 を 行 う 通 信 シ ス テ ム で あ っ て 、 上 記 通 信 装 置 は 、 自 通 信 装 置 と 上 記 自
通 信 装 置 属 す る 自 ネ ッ ト ワ ー ク と 上 記 自 ネ ッ ト ワ ー ク と は 異 な る 他 の ネ ッ ト ワ ー ク と を 接
続 す る 接 続 装 置 と の 間 で 利 用 す る 経 路 情 報 及 び 上 記 接 続 装 置 の 情 報 を 収 集 す る 情 報 収 集 手
段 と 、 収 集 さ れ た 上 記 経 路 情 報 及 び 上 記 接 続 装 置 の 情 報 を 記 憶 す る 記 憶 手 段 と 、 上 記 ネ ッ
ト ワ ー ク 内 で の 経 路 制 御 機 能 を 持 た な い 通 信 装 置 に 対 し て 、 記 憶 さ れ た 上 記 経 路 情 報 及 び
上 記 接 続 装 置 の 情 報 に 基 づ い て 、 接 続 装 置 を 選 択 す る 選 択 手 段 と 、 上 記 選 択 さ れ た 接 続 装
置 へ の 経 路 を 制 御 す る 経 路 制 御 手 段 と を 備 え 、 上 記 中 継 装 置 は 、 自 中 継 装 置 と 通 信 装 置 と
の 間 で 利 用 す る 経 路 情 報 及 び 上 記 通 信 装 置 の 情 報 を 収 集 す る 情 報 収 集 手 段 と 、 収 集 さ れ た
上 記 経 路 情 報 及 び 上 記 通 信 装 置 の 情 報 を 記 憶 す る 記 憶 手 段 と 、 上 記 ネ ッ ト ワ ー ク 内 で の 経
路 制 御 機 能 を 持 た な い 通 信 装 置 に 対 し て 、 記 憶 さ れ た 上 記 経 路 情 報 及 び 上 記 通 信 装 置 の 情
報 に 基 づ い て 、 接 続 装 置 を 選 択 す る 選 択 手 段 と 、 上 記 選 択 さ れ た 接 続 装 置 へ の 転 送 経 路 を
制 御 す る 経 路 制 御 手 段 と を 備 え る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 通 信 方 法 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 構 成 す る 分 散 配 置 さ れ た 複 数 の 通 信 装
置 を 介 し て 通 信 を 行 う 通 信 シ ス テ ム に お け る 、 通 信 方 法 で あ っ て 、 自 通 信 装 置 と 、 上 記 自
通 信 装 置 の 属 す る 自 ネ ッ ト ワ ー ク と 上 記 自 ネ ッ ト ワ ー ク と は 異 な る 他 の ネ ッ ト ワ ー ク と を
接 続 す る 接 続 装 置 と の 間 で 利 用 す る 経 路 情 報 及 び 上 記 接 続 装 置 の 情 報 を 収 集 す る ス テ ッ プ
と 、 収 集 さ れ た 上 記 経 路 情 報 及 び 上 記 接 続 装 置 の 情 報 を 記 憶 す る ス テ ッ プ と 、 上 記 ネ ッ ト
ワ ー ク 内 で の 経 路 制 御 機 能 を 持 た な い 通 信 装 置 に 対 し て 、 記 憶 さ れ た 上 記 経 路 情 報 及 び 上
記 接 続 装 置 の 情 報 に 基 づ い て 、 接 続 装 置 を 選 択 す る ス テ ッ プ と 、 上 記 選 択 さ れ た 接 続 装 置
へ の 経 路 を 制 御 す る ス テ ッ プ と を 有 す る 方 法 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 に よ れ ば 、 ゲ ー ト ウ ェ イ の ア ド レ ス 設 定 に 、 端 末 と ゲ ー ト ウ ェ イ と の 間
の 経 路 の 状 態 を 反 映 さ せ る こ と が で き る 通 信 シ ス テ ム 、 通 信 装 置 及 び 中 継 装 置 並 び に 通 信
方 法 を 実 現 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
な お 、 実 施 例 を 説 明 す る た め の 全 図 に お い て 、 同 一 機 能 を 有 す る も の は 同 一 符 号 を 用 い 、
繰 り 返 し の 説 明 は 省 略 す る 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 通 信 シ ス テ ム の 概 要 を 、 図 １ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 実 施 例 に 係 る 通 信 シ ス テ ム は 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － １ ～ ３ － ４ を 備 え る ネ ッ ト ワ ー
ク １ を 備 え る 。 ネ ッ ト ワ ー ク １ は 、 ゲ ー ト ウ ェ イ ５ － １ 及 び ５ － ２ を 介 し て 他 の ネ ッ ト ワ
ー ク ２ と 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 端 末 ４ － １ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク １ と 無 線 に よ り
接 続 可 能 で あ る 。 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － １ ～ ３ － ４ は 、 例 え ば 、 ネ ッ ト ワ ー ク １ 内 で の 経
路 制 御 機 能 を 有 す る 通 信 装 置 で あ る 。 ま た 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 端 末 ４ － １ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク １ 内
で の 経 路 制 御 機 能 を 有 さ な い 通 信 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － １ 、 ３ － ２ 、 ３ － ３ 、 ３ － ４ は 、 互 い に 無 線 で 接 続 す る こ と が で
き 、 ま た 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － ４ と ゲ ー ト ウ ェ イ ５ － １ 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － ３ と ゲ
ー ト ウ ェ イ ５ － ２ は 無 線 で 接 続 さ れ る 。 即 ち 、 メ ッ シ ュ ネ ッ ト ワ ー ク を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ こ で 、 メ ッ シ ュ ネ ッ ト ワ ー ク に つ い て 説 明 す る 。 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 (AP : Access Poi
nt)間 の メ ッ シ ュ ネ ッ ト ワ ー ク と は 、 複 数 の Ａ Ｐ が 主 に 無 線 回 線 で 互 い に 接 続 し 、 １ つ の
サ ブ ネ ッ ト を 構 成 す る ネ ッ ト ワ ー ク で あ る 。 こ の ネ ッ ト ワ ー ク で は 、 Ａ Ｐ は 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 端
末 か ら 受 け 取 っ た パ ケ ッ ト を 目 的 地 に 届 け る た め に 、 隣 接 の Ａ Ｐ に バ ケ ツ リ レ ー （ 経 路 制
御 ） し て い く 。 原 理 は Ｉ Ｐ の ル ー テ ィ ン グ と 一 緒 で あ る が 、 経 路 制 御 を 行 う Ａ Ｐ と 、 経 路
制 御 に 参 加 し な い 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 端 末 に 階 層 化 さ れ て い る こ と に 特 徴 が あ る 。 こ の た め 、 無 線
Ｌ Ａ Ｎ 端 末 は Ａ Ｐ 間 の 接 続 の 状 況 を 把 握 す る こ と は で き な い 。 ま た 、 Ａ Ｐ は 無 線 で 接 続 さ
れ る た め 、 経 路 に よ っ て 品 質 の 差 が 大 き い 。 こ の 場 合 、 経 路 制 御 動 作 自 体 は Ｌ ａ ｙ ｅ ｒ ２
で 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 下 、 各 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 間 を 無 線 に よ り 接 続 す る 場 合 に つ い て 説 明 す る が 、 無 線 に 限
ら ず 、 有 線 回 線 を 含 む よ う に 構 成 し て も 良 い 。 ま た 、 ゲ ー ト ウ ェ イ と 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 、
ゲ ー ト ウ ェ イ 同 士 の 接 続 も 無 線 に よ り 接 続 す る 場 合 に つ い て 説 明 す る が 、 無 線 に 限 ら ず 有
線 回 線 を 含 む よ う に 構 成 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 に 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 の 構 成 に つ い て 、 図 ２ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － １ 、 ３ － ２ 、 ３ － ３ 、 ３ － ４ は 同 様 の 構 成 で あ る た め 、 無 線 Ｌ Ａ
Ｎ 基 地 局 ３ － １ に つ い て 説 明 し 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － ２ 、 ３ － ３ 、 ３ － ４ の 説 明 は 省 略
す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － １ は 、 経 路 制 御 部 ３ － １ １ と 、 経 路 制 御 部 ３ － １ １ と 接 続 さ れ た
パ ケ ッ ト 転 送 部 ３ － １ ２ と 、 経 路 制 御 部 ３ － １ １ 及 び パ ケ ッ ト 転 送 部 ３ － １ ２ と 接 続 さ れ
た ゲ ー ト ウ ェ イ 選 択 部 ３ － １ ３ と 、 ゲ ー ト ウ ェ イ 選 択 部 ３ － １ ３ と 接 続 さ れ た 記 憶 部 ３ －
１ ４ 及 び 端 末 側 イ ン タ ー フ ェ ー ス ３ － １ ６ と 、 端 末 側 イ ン タ ー フ ェ ー ス ３ － １ ６ と 接 続 さ
れ た ア ン テ ナ ３ － １ ７ と 、 記 憶 部 ３ － １ ４ と 接 続 さ れ た 情 報 収 集 部 ３ － １ ５ と 、 情 報 収 集
部 ３ － １ ５ 及 び パ ケ ッ ト 転 送 部 ３ － １ ２ と 接 続 さ れ た ネ ッ ト ワ ー ク 側 イ ン タ ー フ ェ ー ス ３
－ １ ８ と 、 ネ ッ ト ワ ー ク 側 イ ン タ ー フ ェ ー ス ３ － １ ８ と 接 続 さ れ た ア ン テ ナ ３ － １ ９ と を
備 え る 。 ま た 、 記 憶 部 ３ － １ ４ は 、 ゲ ー ト ウ ェ イ Ｉ Ｄ リ ス ト ３ － １ ４ １ を 備 え る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 情 報 収 集 部 ３ － １ ５ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク １ に 接 続 す る ゲ ー ト ウ ェ イ ５ － １ 及 び ５ － ２ の 識
別 子 な ど の 情 報 を ア ン テ ナ ３ － １ ９ 及 び ネ ッ ト ワ ー ク 側 イ ン タ ー フ ェ ー ス ３ － １ ８ を 介 し
て 収 集 し 、 記 憶 部 ３ － １ ４ の ゲ ー ト ウ ェ イ Ｉ Ｄ の リ ス ト ３ － １ ４ １ に 記 憶 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 端 末 ４ － １ は ネ ッ ト ワ ー ク １ に お け る 経 路 制 御 機 能 を 有 さ な い た め 、 接 続 す
る 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 、 例 え ば 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － １ を 経 由 し て デ ー タ パ ケ ッ ト を 送 信 す
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る 。 こ の 送 信 さ れ た デ ー タ パ ケ ッ ト は 、 ア ン テ ナ ３ － １ ７ 及 び 端 末 側 イ ン タ ー フ ェ ー ス ３
－ １ ６ を 介 し て ゲ ー ト ウ ェ イ 選 択 部 ３ － １ ３ に 入 力 さ れ る 。 送 信 さ れ た デ ー タ パ ケ ッ ト が
、 ゲ ー ト ウ ェ イ 選 択 部 ３ － １ ３ に 入 力 さ れ る と 、 記 憶 さ れ た ゲ ー ト ウ ェ イ の 識 別 子 な ど の
情 報 は ゲ ー ト ウ ェ イ 選 択 部 ３ － １ ３ に 入 力 さ れ 、 こ の 情 報 に 基 づ い て 、 ゲ ー ト ウ ェ イ 選 択
部 ３ － １ ３ は 配 下 に 接 続 し て い る 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 端 末 に と っ て 最 適 な ゲ ー ト ウ ェ イ を 選 択 す る
。 経 路 制 御 部 ３ － １ １ は 、 ゲ ー ト ウ ェ イ 選 択 部 ３ － １ ３ に よ り 選 択 さ れ た ゲ ー ト ウ ェ イ へ
の 経 路 の 制 御 を 行 う 。 パ ケ ッ ト 転 送 部 ３ － １ ２ は 、 選 択 さ れ た ゲ ー ト ウ ェ イ へ デ ー タ パ ケ
ッ ト の 転 送 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 に 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 に お け る パ ケ ッ ト の 転 送 処 理 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま ず 、 各 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － １ 、 ３ － ２ 、 ３ － ３ 、 ３ － ４ は ネ ッ ト ワ ー ク １ に 接 続 す
る ゲ ー ト ウ ェ イ ５ － １ 、 ５ － ２ の 識 別 子 を 収 集 す る 。 収 集 す る 識 別 子 と し て は 、 ゲ ー ト ウ
ェ イ の Ｍ Ａ Ｃ (Media Access Control)ア ド レ ス 、 Ｉ Ｐ ア ド レ ス 、 ま た は こ れ ら ２ つ の 組 み
合 わ せ が あ る が 、 ど の 識 別 子 を 収 集 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 各 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － １ 、 ３ － ２ 、 ３ － ３ 、 ３ － ４ が こ れ ら の 識 別 子 を 収 集 す
る 方 法 に は 、 以 下 に 示 す 方 法 が あ る 。
（ １ ） 　 管 理 者 が 手 動 で こ れ ら の 情 報 を 設 定 す る
（ ２ ） 　 ゲ ー ト ウ ェ イ の 識 別 子 の リ ス ト を 管 理 し て い る 装 置 か ら 取 得 す る
（ ３ ） 　 例 え ば IPv6(Internet Protocol Version 6)で 規 定 さ れ て い る Router Advertisem
entパ ケ ッ ト 等 を 利 用 し て 、 ゲ ー ト ウ ェ イ ５ － １ 及 び ５ － ２ 自 ら ネ ッ ト ワ ー ク １ に 対 し て
自 身 の 識 別 子 を 報 知 す る よ う に し 、 各 無 線 LAN基 地 局 が こ れ ら の 情 報 を 収 集 す る よ う に す
る
　 （ ２ ） に つ い て 、 こ の リ ス ト を 管 理 し て い る 装 置 を Ｄ Ｈ Ｃ Ｐ サ ー バ と 併 用 し 、 こ の 装 置
に よ り 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 自 身 が 利 用 す る Ｉ Ｐ ア ド レ ス を 取 得 す る よ う に す る と と も に 、 ゲ
ー ト ウ ェ イ の Ｉ Ｐ ア ド レ ス に 関 す る リ ス ト を 取 得 す る よ う に す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 （ ３ ） に つ い て 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 が Router Solicitationパ ケ ッ ト 等 を 送 信 し て 積 極
的 に ゲ ー ト ウ ェ イ の 情 報 を 収 集 す る よ う に す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 次 に 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － １ 、 ３ － ２ 、 ３ － ３ 、 ３ － ４ は 、 収 集 し た ゲ ー ト ウ ェ イ の
情 報 か ら 、 配 下 に 接 続 し て い る 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 端 末 ４ － １ に と っ て 最 適 な ゲ ー ト ウ ェ イ を 検 出
す る 。 最 適 な ゲ ー ト ウ ェ イ は 、 ゲ ー ト ウ ェ イ 自 身 の 状 態 及 び 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 と ゲ ー ト ウ
ェ イ と の 間 の 経 路 の 状 態 に 基 づ い て 選 択 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ゲ ー ト ウ ェ イ 自 身 の 状 態 と し て は 、 例 え ば ネ ッ ト ワ ー ク ２ 等 の 外 部 ネ ッ ト ワ ー ク と 接 続
す る 回 線 の 帯 域 、 無 線 又 は 有 線 等 の 通 信 安 定 性 、 QoS(Quality of Service)や 回 線 の 混 雑
具 合 等 の 通 信 品 質 が 考 え ら れ る 。 こ れ ら の 情 報 を 収 集 す る 方 法 と し て は 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地
局 に 手 動 設 定 す る 方 法 、 ゲ ー ト ウ ェ イ か ら 直 接 収 集 す る 方 法 、 ゲ ー ト ウ ェ イ の 状 態 を 管 理
す る 特 定 装 置 か ら 収 集 す る 方 法 が 考 え ら れ る が 、 ど の 方 法 を 用 い て も よ い 。 ま た 、 ゲ ー ト
ウ ェ イ の 識 別 子 の 収 集 過 程 で 同 時 に 実 施 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 と ゲ ー ト ウ ェ イ 間 の 経 路 の 状 態 と し て は 、 ホ ッ プ 数 、 帯 域 幅 、 QoS、
回 線 の 混 雑 具 合 等 が 考 え ら れ る 。 こ れ ら の 情 報 は 、 無 線 LAN基 地 局 と ゲ ー ト ウ ェ イ 間 の 経
路 を 決 定 す る 経 路 制 御 部 ３ － １ １ か ら 取 得 す る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地
局 が ゲ ー ト ウ ェ イ を 発 見 す る 過 程 に お い て 、 途 中 経 路 の 情 報 を 収 集 す る よ う に し て も よ い
。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 次 に 、 Ｌ Ａ Ｎ で 転 送 さ れ る パ ケ ッ ト の ア ド レ ス 構 成 に つ い て 、 図 ３ を 参 照 し て 説 明 す る
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。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 Ｌ Ａ Ｎ で 転 送 さ れ る パ ケ ッ ト は 、 転 送 さ れ る デ ー タ が 格 納 さ れ る ペ イ ロ ー ド と 、 Ｍ Ａ Ｃ
ヘ ッ ダ 及 び Ｉ Ｐ ヘ ッ ダ に よ り 構 成 さ れ る ヘ ッ ダ と に よ り 構 成 さ れ る 。 Ｍ Ａ Ｃ ヘ ッ ダ に は 送
付 先 の Ｍ Ａ Ｃ ア ド レ ス 及 び 送 付 元 の Ｍ Ａ Ｃ ア ド レ ス に よ り 構 成 さ れ る デ ー タ リ ン ク 層 の Ｍ
Ａ Ｃ ア ド レ ス が 格 納 さ れ 、 Ｉ Ｐ ヘ ッ ダ に は 送 付 先 の Ｉ Ｐ ア ド レ ス 及 び 送 付 元 の Ｉ Ｐ ア ド レ
ス に よ り 構 成 さ れ る ネ ッ ト ワ ー ク 層 の Ｉ Ｐ ア ド レ ス が 格 納 さ れ る 。 即 ち 、 デ ー タ リ ン ク 層
の Ｍ Ａ Ｃ ア ド レ ス と 、 ネ ッ ト ワ ー ク 層 の Ｉ Ｐ ア ド レ ス と の ２ 種 類 の ア ド レ ス の 情 報 を 有 す
る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ネ ッ ト ワ ー ク １ の 中 で 通 信 を 行 う 場 合 に は 、 Ｍ Ａ Ｃ ア ド レ ス 、 Ｉ Ｐ ア ド レ ス の 両 方 が 通
信 相 手 の 識 別 子 と な る 。 し か し 、 ゲ ー ト ウ ェ イ を 経 由 し て 外 部 の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 端 末 と 通 信 す
る 場 合 に は 、 デ ー タ リ ン ク 層 で は ゲ ー ト ウ ェ イ の Ｍ Ａ Ｃ ア ド レ ス が 利 用 さ れ 、 ネ ッ ト ワ ー
ク 層 で は 通 信 相 手 の IPア ド レ ス が 利 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 次 に 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 端 末 ４ － １ か ら 送 信 さ れ た デ ー タ パ ケ ッ ト を 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 、 例
え ば 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － １ が 受 信 し た 場 合 の 動 作 を 、 図 ４ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 本 実 施 例 に お い て は 、 ゲ ー ト ウ ェ イ の MACア ド レ ス の 管 理 テ ー ブ ル を 作 成 し 、 作 成 し た
管 理 テ ー ブ ル に よ り 、 ネ ッ ト ワ ー ク １ に 接 続 す る ゲ ー ト ウ ェ イ ５ － １ 、 ５ － ２ の 識 別 子 を
管 理 す る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。 事 前 準 備 と し て 、 各 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク
に 接 続 す る ゲ ー ト ウ ェ イ の Ｍ Ａ Ｃ ア ド レ ス を 収 集 し 、 管 理 テ ー ブ ル （ ゲ ー ト ウ ェ イ Ｉ Ｄ リ
ス ト ３ － １ ４ １ ） を 作 成 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － １ は 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 端 末 ４ － １ か ら パ ケ ッ ト を 受 信 す る と （ ス テ ッ
プ Ｓ ４ １ ） 、 受 信 し た パ ケ ッ ト に 格 納 さ れ た 宛 先 の （ 送 付 先 の ） MACア ド レ ス が 管 理 テ ー
ブ ル に 登 録 さ れ て い る か 否 か を 確 認 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ２ ） 。 具 体 的 に は 、 ゲ ー ト ウ ェ イ
選 択 部 ３ － １ ３ は 、 デ ー タ リ ン ク 層 の 宛 先 が 記 憶 部 ３ － １ ４ 、 例 え ば デ ー タ ベ ー ス に 保 存
さ れ て い る ゲ ー ト ウ ェ イ の ア ド レ ス と 一 致 す る か 否 か を 確 認 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 登 録 さ れ て い る 場 合 は （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ２ ： Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 こ の 宛 先 の （ 送 付 先 の ） MACア ド
レ ス が 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 端 末 ４ に と っ て 最 適 な ゲ ー ト ウ ェ イ の MACア ド レ ス か 否 か を 確 認 す る （
ス テ ッ プ Ｓ ４ ３ ） 。 確 認 の 結 果 、 最 適 な ゲ ー ト ウ ェ イ の MACア ド レ ス で な い 場 合 に は （ ス
テ ッ プ Ｓ ４ ３ ： Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 経 路 制 御 部 ３ － １ １ は 受 信 し た パ ケ ッ ト に 格 納 さ れ た 宛 先 の MA
Cア ド レ ス を 最 適 な ゲ ー ト ウ ェ イ の MACア ド レ ス に 書 き 換 え る 。 パ ケ ッ ト 転 送 部 ３ － １ ２ は
書 き 換 え ら れ た パ ケ ッ ト の 転 送 を 行 う （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ５ ） 。 こ れ ら の 条 件 に 一 致 し な い 場
合 は （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ２ ： Ｎ Ｏ 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ３ ： Ｎ Ｏ ） 、 パ ケ ッ ト 転 送 部 ３ － １ ２ は そ の
ま ま パ ケ ッ ト の 転 送 処 理 を 進 め る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ４ ） 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 次 に 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 端 末 ４ － １ か ら 受 信 し た パ ケ ッ ト の 宛 先 が 特 定 の MACア ド レ ス で あ る
場 合 に つ い て 、 図 ５ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － １ の ゲ ー ト ウ ェ イ 選 択 部 ３ － １ ３ は 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 端 末 ４ － １ か ら
パ ケ ッ ト を 受 信 し た 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ ５ １ ） 、 パ ケ ッ ト の 宛 先 の MACア ド レ ス が 既 定 の ア
ド レ ス と 一 致 す る か 否 か を 確 認 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ２ ） 。 一 致 す る 場 合 は （ ス テ ッ プ Ｓ ５
２ ： Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 経 路 制 御 部 ３ － １ １ は デ ー タ リ ン ク 層 の 宛 先 を 最 適 な ゲ ー ト ウ ェ イ の Ｍ Ａ
Ｃ ア ド レ ス に 書 き 換 え る 。 パ ケ ッ ト 転 送 部 ３ － １ ２ は 書 き 換 え ら れ た パ ケ ッ ト を 転 送 す る
（ ス テ ッ プ Ｓ ５ ３ ） 。 一 方 、 確 認 の 結 果 、 一 致 し な い 場 合 に は （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ２ ： Ｎ Ｏ ）
、 パ ケ ッ ト 転 送 部 ３ － １ ２ は そ の ま ま パ ケ ッ ト の 転 送 処 理 を 進 め る （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ４ ） 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
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　 こ の よ う に 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 端 末 ４ － １ か ら 受 信 し た パ ケ ッ ト の 宛 先 が 特 定 の MACア ド レ ス
の 場 合 に お い て も 、 パ ケ ッ ト の 宛 先 を 最 適 な ゲ ー ト ウ ェ イ の MACア ド レ ス に 書 き 換 え て 転
送 を 行 う こ と に よ り 、 ゲ ー ト ウ ェ イ 自 身 の 状 態 及 び 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 と ゲ ー ト ウ ェ イ と 間
の 経 路 の 状 態 を 反 映 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 上 述 し た 実 施 例 に お い て 、 ゲ ー ト ウ ェ イ と し て ル ー タ を 用 い 、 さ ら に ル ー タ を ２ 重 化 す
る よ う に し て も よ い 。 ル ー タ を ２ 重 化 す る 方 式 と し て VRRP(Virtual Router Redundancy P
rotocol)、 HSRP(Hot Standby Routing Protocol)等 の ２ 重 化 の 方 式 を 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 間
の ネ ッ ト ワ ー ク に 適 用 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 こ れ ら の ２ 重 化 の 方 式 で は 、 グ ル ー プ 化 し た 複 数 の ゲ ー ト ウ ェ イ と な る ル ー タ が 1つ の
仮 想 的 な IPア ド レ ス と MACア ド レ ス と を 共 有 す る 。 通 常 は 、 グ ル ー プ の う ち 、 1つ の ル ー タ
が 代 表 し て 、 こ の 仮 想 的 な IPア ド レ ス と MACア ド レ ス と を 有 す る 装 置 と し 動 作 す る 。 し か
し 、 ル ー タ が ダ ウ ン し た 場 合 等 に は 、 次 に 優 先 度 の 高 い バ ッ ク ア ッ プ ル ー タ が 、 こ の ア ド
レ ス を 有 す る ル ー タ と し て 動 作 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ の 場 合 、 こ れ ら の ル ー タ は 、 実 際 の イ ン タ ー フ ェ ー ス が 有 す る MACア ド レ ス と 仮 想 的
な MACア ド レ ス と の ２ つ の ア ド レ ス を 有 す る 。 し か し 、 経 路 制 御 部 ３ － １ １ は 、 実 際 の イ
ン タ ー フ ェ ー ス が 有 す る MACア ド レ ス に 対 す る 経 路 情 報 の み 有 す る と 想 定 さ れ る 。 こ の た
め 、 仮 想 的 な MACア ド レ ス に 送 信 さ れ た パ ケ ッ ト を Ａ Ｐ （ 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ） が 受 信 し た
場 合 に は 、 Ａ Ｐ が 自 動 的 に そ の 宛 先 を 実 際 の イ ン タ ー フ ェ ー ス が 有 す る MACア ド レ ス に 書
き 換 え る 。 こ の 場 合 、 仮 想 的 な MACア ド レ ス を 保 有 す る 装 置 の 実 際 の イ ン タ ー フ ェ ー ス が
有 す る MACア ド レ ス は 、 冗 長 化 用 の プ ロ ト コ ル が 送 信 す る パ ケ ッ ト を 盗 み 見 る こ と に よ り
検 出 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ま た 、 仮 想 的 な MACア ド レ ス で 経 路 制 御 部 ３ － １ １ を 動 作 さ せ る こ と も 可 能 で あ る が 、
ル ー タ の 切 り 替 え が 発 生 し た 場 合 に 、 経 路 制 御 部 ３ － １ １ を 切 り 替 え る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 次 に 、 無 線 LAN端 末 ４ － １ が ゲ ー ト ウ ェ イ を 経 由 し て パ ケ ッ ト を 送 信 す る 場 合 の 動 作 に
つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 無 線 LAN端 末 ４ － １ が ゲ ー ト ウ ェ イ ５ － １ 、 ５ － ２ を 経 由 し て パ ケ ッ ト を 送 信 す る 場 合
、 ネ ッ ト ワ ー ク 層 の 宛 先 ア ド レ ス と し て は 通 信 相 手 の IPア ド レ ス が 指 定 さ れ 、 デ ー タ リ ン
ク 層 の ア ド レ ス と し て は ゲ ー ト ウ ェ イ ５ － １ 、 ５ － ２ の MACア ド レ ス が 利 用 さ れ る 。 こ の
ゲ ー ト ウ ェ イ ５ － １ 、 ５ － ２ の MACア ド レ ス に 関 す る 情 報 を 取 得 す る た め に 、 ARP(Address
 Resolution Protocol)等 の 問 い 合 わ せ パ ケ ッ ト を 送 信 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 無 線 LAN基 地 局 ３ － １ が 無 線 LAN端 末 ４ － １ か ら ARPパ ケ ッ ト を 受 信 し た 場 合 の 動 作 に つ
い て 、 図 ６ を 参 照 し て 説 明 す る 。 た だ し 、 こ こ で は ネ ッ ト ワ ー ク １ に 接 続 す る ゲ ー ト ウ ェ
イ ５ － １ 、 ５ － ２ の 識 別 子 の 管 理 方 法 と し て 、 ゲ ー ト ウ ェ イ の MACア ド レ ス の 管 理 テ ー ブ
ル を 作 成 す る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ま ず 、 無 線 LAN基 地 局 ３ － １ が 無 線 LAN端 末 ４ － １ か ら パ ケ ッ ト を 受 信 す る と （ ス テ ッ プ
Ｓ ６ １ ） 、 ゲ ー ト ウ ェ イ 選 択 部 ３ － １ ３ は 受 信 し た パ ケ ッ ト が Ａ Ｒ Pパ ケ ッ ト で あ る か 否
か を 確 認 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ２ ） 。 Ａ Ｒ Ｐ パ ケ ッ ト で あ る 場 合 に は （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ２ ： Ｙ
Ｅ Ｓ ） 、 ゲ ー ト ウ ェ イ 選 択 部 ３ － １ ３ は 問 い 合 わ せ 先 の IPア ド レ ス が 管 理 テ ー ブ ル に 登 録
さ れ て い る ゲ ー ト ウ ェ イ の ア ド レ ス か 否 か を 確 認 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ３ ） 。 登 録 さ れ て い
る 場 合 は （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ３ ： Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 更 に こ の 無 線 LAN端 末 に と っ て 最 適 な ゲ ー ト ウ ェ
イ の IPア ド レ ス か 否 か を 確 認 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ４ ） 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
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　 確 認 の 結 果 、 最 適 な ゲ ー ト ウ ェ イ の IPア ド レ ス で は な い 場 合 に は （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ４ ： Ｎ
Ｏ ） 、 経 路 制 御 部 ３ － １ １ は 最 適 な ゲ ー ト ウ ェ イ の 代 理 と し て 最 適 な ゲ ー ト ウ ェ イ の MAC
ア ド レ ス を 返 信 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ５ ） 。 こ れ ら の 条 件 に 一 致 し な い 場 合 は （ ス テ ッ プ Ｓ
６ ２ ： Ｎ Ｏ 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ ３ ： Ｎ Ｏ 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ ４ ： Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 パ ケ ッ ト 転 送 部 ３ － １
２ は そ の ま ま ARPパ ケ ッ ト の 転 送 処 理 を 進 め る （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ６ ） 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 上 述 し た 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 が 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 端 末 か ら ARPパ ケ ッ ト を 受 信 し た 場 合 の 動 作 で
は 、 ゲ ー ト ウ ェ イ 選 択 部 ３ － １ ３ が 問 い 合 わ せ 先 の IPア ド レ ス が 管 理 テ ー ブ ル に 登 録 さ れ
て い る ゲ ー ト ウ ェ イ の ア ド レ ス か 否 か を 確 認 後 、 さ ら に 、 こ の 無 線 LAN端 末 に と っ て 最 適
な ゲ ー ト ウ ェ イ の IPア ド レ ス か 否 か を 確 認 す る 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 ゲ ー ト ウ ェ イ 選
択 部 ３ － １ ３ が 問 い 合 わ せ 先 の IPア ド レ ス が 管 理 テ ー ブ ル に 登 録 さ れ て い る ゲ ー ト ウ ェ イ
の ア ド レ ス か 否 か を 確 認 し （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ３ ） 、 登 録 さ れ て い る 場 合 に （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ３
： Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 こ の 無 線 LAN端 末 に と っ て 最 適 な ゲ ー ト ウ ェ イ の IPア ド レ ス か 否 か を 確 認 せ
ず に 、 経 路 制 御 部 ３ － １ １ に 最 適 な ゲ ー ト ウ ェ イ の 代 理 と し て 最 適 な ゲ ー ト ウ ェ イ の MAC
ア ド レ ス を 返 信 さ せ る よ う に し て も よ い （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ５ ） 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 次 に 、 無 線 LAN基 地 局 ３ － １ が 無 線 LAN端 末 ４ － １ か ら 受 信 し た 問 い 合 わ せ 先 が 特 定 の IP
ア ド レ ス の 場 合 に つ い て 、 図 ７ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ま ず 、 無 線 LAN基 地 局 ３ － １ が 無 線 LAN端 末 ４ － １ か ら パ ケ ッ ト を 受 信 す る と （ ス テ ッ プ
Ｓ ７ １ ） 、 ゲ ー ト ウ ェ イ 選 択 部 ３ － １ ３ は 受 信 し た パ ケ ッ ト が ARPパ ケ ッ ト で あ る か 否 か
を 確 認 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ７ ２ ） 。 Ａ Ｒ Ｐ パ ケ ッ ト で あ る 場 合 に は （ ス テ ッ プ Ｓ ７ ２ ： Ｙ Ｅ
Ｓ ） 、 問 い 合 わ せ 先 の IPア ド レ ス が 既 定 の ア ド レ ス か 否 か 確 認 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ７ ３ ） 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 既 定 の ア ド レ ス で あ る 場 合 は （ ス テ ッ プ Ｓ ７ ３ ： Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 経 路 制 御 部 ３ － １ １ は 最 適
な ゲ ー ト ウ ェ イ の 代 理 で 最 適 な ゲ ー ト ウ ェ イ の Ｍ Ａ Ｃ ア ド レ ス を 返 信 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ７
４ ） 。 こ れ ら の 条 件 に 一 致 し な い 場 合 は （ ス テ ッ プ Ｓ ７ ２ ： Ｎ Ｏ 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ ３ ： Ｎ Ｏ
） 、 パ ケ ッ ト 転 送 部 ３ － １ ２ は そ の ま ま ARPパ ケ ッ ト の 転 送 処 理 を 進 め る （ ス テ ッ プ Ｓ ７
５ ） 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 こ の よ う に 、 無 線 LAN基 地 局 ３ － １ が 無 線 LAN端 末 ４ － １ か ら 受 信 し た 問 い 合 わ せ 先 が 特
定 の IPア ド レ ス の 場 合 に 、 最 適 な 装 置 の 代 理 と し て 最 適 な ゲ ー ト ウ ェ イ の MACア ド レ ス を
返 答 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 に 係 る 通 信 シ ス テ ム に つ い て 、 図 ８ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 こ れ ま で は 、 無 線 LAN基 地 局 配 下 の 無 線 LAN端 末 か ら 外 部 ネ ッ ト ワ ー ク 、 例 え ば ネ ッ ト ワ
ー ク ２ へ 向 け て パ ケ ッ ト を 送 信 す る 場 合 に つ い て 説 明 し た 。 次 に 、 外 部 の ネ ッ ト ワ ー ク 、
例 え ば ネ ッ ト ワ ー ク ２ か ら AP配 下 の 無 線 LAN端 末 ４ へ 向 け て 送 信 さ れ る パ ケ ッ ト に 対 し て
最 適 な ゲ ー ト ウ ェ イ の 選 択 を 提 供 す る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 無 線 LAN端 末 (STA : STATION)４ － ２ か ら 無 線 LAN基 地 局 ３ － ５ へ 送 信 さ れ る 上 り パ ケ ッ
ト は 、 各 無 線 LAN基 地 局 ３ － ５ 、 ３ － ７ が 最 適 な ゲ ー ト ウ ェ イ 、 例 え ば GW（ ゲ ー ト ウ ェ イ
） ５ － ４ を 選 択 し 、 図 ８ （ ａ ） に お い て 点 線 で 示 さ れ る 経 路 で 、 無 線 LAN基 地 局 ３ － ５ 、
３ － ７ 、 ゲ ー ト ウ ェ イ ５ － ４ 、 ル ー タ ６ を 介 し て 無 線 LAN端 末 ４ － ３ へ 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 し か し 、 無 線 LAN基 地 局 か ら 無 線 LAN端 末 へ 送 信 さ れ る 下 り パ ケ ッ ト に 関 し て は 、 ゲ ー ト
ウ ェ イ に パ ケ ッ ト を 転 送 す る ネ ッ ト ワ ー ク ２ の 装 置 は 最 適 な ゲ ー ト ウ ェ イ に 関 す る 情 報 を
有 し て い な い 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
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　 本 実 施 例 に 係 る 通 信 シ ス テ ム で は 、 こ の 問 題 を 解 決 す る た め に 、 ネ ッ ト ワ ー ク ２ か ら 無
線 LAN端 末 宛 の パ ケ ッ ト を 受 信 し た ゲ ー ト ウ ェ イ が 、 最 適 な ゲ ー ト ウ ェ イ に 自 動 的 に 転 送
す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 本 実 施 例 に 係 る 通 信 シ ス テ ム に お け る ゲ ー ト ウ ェ イ に つ い て 、 図 ９ を 参 照 し て 説 明 す る
。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 ゲ ー ト ウ ェ イ ５ － ３ と ５ － ４ と は 、 同 様 の 構 成 で あ る た め ゲ ー ト ウ ェ イ ５ － ３ に つ い て
説 明 し 、 ゲ ー ト ウ ェ イ ５ － ４ に つ い て の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 ゲ ー ト ウ ェ イ ５ － ３ は 、 経 路 制 御 部 ５ － ３ １ と 、 経 路 制 御 部 ５ － ３ １ と 接 続 さ れ た パ ケ
ッ ト 転 送 部 ５ － ３ ２ と 、 経 路 制 御 部 ５ － ３ １ 及 び パ ケ ッ ト 転 送 部 ５ － ３ ２ と 接 続 さ れ た ゲ
ー ト ウ ェ イ 選 択 部 ５ － ３ ３ と 、 ゲ ー ト ウ ェ イ 選 択 部 ５ － ３ ３ と 接 続 さ れ た 記 憶 部 ５ － ３ ５
と 、 記 憶 部 ５ － ３ ５ と 接 続 さ れ た 情 報 収 集 部 ５ － ３ ４ と 、 パ ケ ッ ト 転 送 部 ５ － ３ ２ 及 び 情
報 収 集 部 ５ － ３ ４ と 接 続 さ れ た イ ン タ ー フ ェ ー ス ５ － ３ ６ と 、 イ ン タ ー フ ェ ー ス ５ － ３ ６
と 接 続 さ れ た ア ン テ ナ ５ － ３ ７ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 端 末 の 識 別 子 及 び そ の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 端 末 に 対 し て 検 出 さ れ た そ の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 端
末 に 対 し て 最 適 な ゲ ー ト ウ ェ イ の 識 別 子 の 組 み 合 わ せ が 、 無 線 LAN基 地 局 に よ り 通 知 さ れ
、 ア ン テ ナ ５ － ３ ７ 及 び イ ン タ ー フ ェ ー ス ５ － ３ ６ を 介 し て 情 報 収 集 部 ５ － ３ ４ に 入 力 さ
れ 、 情 報 収 集 部 ５ － ３ ４ は 入 力 さ れ た 情 報 を 記 憶 部 ５ － ３ ５ に 記 憶 す る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 ゲ ー ト ウ ェ イ 選 択 部 ５ － ３ ３ は 、 記 憶 さ れ た 最 適 な ゲ ー ト ウ ェ イ の 識 別 子 の 組 み 合 わ せ
に 基 づ い て 、 パ ケ ッ ト の 転 送 先 と な る ゲ ー ト ウ ェ イ の 選 択 を 行 う 。 経 路 制 御 部 ５ － ３ １ は
、 ゲ ー ト ウ ェ イ 選 択 部 ５ － ３ ３ に よ り 選 択 さ れ た ゲ ー ト ウ ェ イ へ の 経 路 の 制 御 を 行 う 。 パ
ケ ッ ト 転 送 部 ５ － ３ ２ は 決 定 さ れ た 転 送 先 に パ ケ ッ ト を 転 送 す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 次 に 、 ゲ ー ト ウ ェ イ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － ５ 、 ３ － ６ 、 ３ － ７ は 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 端 末 ４ － ２ の 識 別 子 と 、 検 出
し た そ の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 端 末 に 対 し て 最 適 な ゲ ー ト ウ ェ イ の 識 別 子 の 組 み 合 わ せ と を ゲ ー ト ウ
ェ イ に 通 知 す る 。 ゲ ー ト ウ ェ イ の ゲ ー ト ウ ェ イ 選 択 部 ５ － ３ ３ は 、 受 信 し た 最 適 な ゲ ー ト
ウ ェ イ の 識 別 子 の 組 み 合 わ せ に 基 づ い て 、 パ ケ ッ ト の 転 送 先 を 決 定 し 、 パ ケ ッ ト 転 送 部 ５
－ ３ ２ は 決 定 さ れ た 転 送 先 に パ ケ ッ ト を 転 送 す る 。 こ の 場 合 、 パ ケ ッ ト の 転 送 経 路 の 制 御
が 、 経 路 制 御 部 ５ － ３ １ に よ り 行 わ れ る 。 例 え ば 、 パ ケ ッ ト を 受 信 し た ゲ ー ト ウ ェ イ ５ －
３ の ゲ ー ト ウ ェ イ 選 択 部 ５ － ３ ３ が 、 ゲ ー ト ウ ェ イ ５ － ４ を パ ケ ッ ト の 転 送 先 と し て 決 定
し た 場 合 、 ゲ ー ト ウ ェ イ ５ － ４ へ パ ケ ッ ト を 転 送 す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 こ の よ う に 、 ゲ ー ト ウ ェ イ に 必 要 と さ れ る 各 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 端 末 に 対 す る 最 適 な ゲ ー ト ウ ェ
イ に 関 す る 情 報 を 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 か ら ゲ ー ト ウ ェ イ に 通 知 す る よ う に す る 。 こ の 場 合
、 識 別 子 と し て は IPア ド レ ス や MACア ド レ ス が 利 用 可 能 で あ る 。 ま た 、 ゲ ー ト ウ ェ イ へ の
通 知 方 法 と し て は 、 ネ ッ ト ワ ー ク １ に 向 け て ブ ロ ー ド キ ャ ス ト パ ケ ッ ト や マ ル チ キ ャ ス ト
パ ケ ッ ト を 用 い て 同 報 的 に 送 信 す る 方 法 、 各 ゲ ー ト ウ ェ イ に 対 し て ユ ニ キ ャ ス ト パ ケ ッ ト
を 用 い て 通 知 す る 方 法 が あ る が ど ち ら を 用 い て も 良 い 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 ま た 、 ゲ ー ト ウ ェ イ は ネ ッ ト ワ ー ク １ か ら 到 着 し た パ ケ ッ ト の 送 信 元 ア ド レ ス か ら 、 自
ゲ ー ト ウ ェ イ が そ の 送 信 元 の 無 線 LAN端 末 に 対 し て の 最 適 な ゲ ー ト ウ ェ イ に 選 択 さ れ て い
る こ と を 検 知 す る こ と が 可 能 で あ る が 、 他 の ゲ ー ト ウ ェ イ に そ の 情 報 を 通 知 す る 通 知 部 (
図 示 な し )を 備 え る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
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　 ま た 、 図 ８ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ネ ッ ト ワ ー ク ２ の 上 位 の 装 置 、 例 え ば ル ー タ ６ に 最 適
な ゲ ー ト ウ ェ イ を 選 択 さ せ る よ う に し て も よ い 。 こ の 場 合 、 ゲ ー ト ウ ェ イ に 、 自 装 置 を 最
適 な ゲ ー ト ウ ェ イ と し て 選 出 し た 無 線 LAN端 末 の 識 別 子 を こ の 上 位 ノ ー ド に 通 知 す る 必 要
が あ る 。 こ の よ う に す る こ と に よ り 、 ゲ ー ト ウ ェ イ 同 士 で の パ ケ ッ ト の 転 送 を な く す こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 例 に 係 る 通 信 シ ス テ ム に つ い て 、 図 １ ０ を 参 照 し て 説 明 す る
。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 こ れ ま で は 、 無 線 LAN基 地 局 が 、 最 適 な ゲ ー ト ウ ェ イ を 無 線 LAN端 末 の 代 わ り に 選 択 し 、
自 動 的 に 選 択 し た ゲ ー ト ウ ェ イ に パ ケ ッ ト の 転 送 処 理 を 行 う 場 合 に つ い て 説 明 し た 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 し か し 、 ゲ ー ト ウ ェ イ に 関 す る 情 報 を 無 線 LAN基 地 局 か ら 無 線 LAN端 末 に 、 例 え ば ビ ー コ
ン 等 を 利 用 し て 通 知 し 、 無 線 LAN端 末 が 最 適 な ゲ ー ト ウ ェ イ を 選 択 す る よ う に し て も よ い
。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 本 実 施 例 に 係 る 通 信 シ ス テ ム の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － ８ は 、 図 ２ を 参 照 し て 説 明 し た 無
線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － １ の 構 成 に 加 え 、 ゲ ー ト ウ ェ イ に 関 す る 情 報 を 無 線 LAN端 末 に 通 知 す
る ゲ ー ト ウ ェ イ 情 報 通 知 部 (図 示 な し )を 備 え る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 無 線 LAN基 地 局 ３ － ８ か ら 無 線 LAN端 末 ４ － ２ に 通 知 す る ゲ ー ト ウ ェ イ に 関 す る 情 報 と し
て 、 最 適 な ゲ ー ト ウ ェ イ の 情 報 、 利 用 可 能 な ゲ ー ト ウ ェ イ の リ ス ト と そ の ゲ ー ト ウ ェ イ の
優 先 度 に 関 す る 情 報 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 か ら ゲ ー ト ウ ェ イ 間 の 回 線 状 態 等 の 情 報 、 こ れ ら
を 組 み 合 わ せ た 情 報 が あ る が 、 ど の 情 報 を 用 い て も 良 い 。 例 え ば 、 無 線 LAN基 地 局 ３ － ８
は 、 無 線 LAN端 末 ４ － ２ に 対 し て 、 ゲ ー ト ウ ェ イ に 関 す る 情 報 と し て 、 最 適 な ゲ ー ト ウ ェ
イ は ゲ ー ト ウ ェ イ ５ － ３ で あ る 旨 の 情 報 を 通 知 す る 。 こ の 通 知 を 受 信 し た 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 端 末
４ － ２ は 、 ゲ ー ト ウ ェ イ ５ － ３ を 選 択 す る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 ま た 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 無 線 LAN端 末 ４ － ３ は 上 述 し た ゲ ー ト ウ ェ イ の 情 報 を 利 用
し て 、 ゲ ー ト ウ ェ イ と 接 続 す る 回 線 の う ち 、 現 在 接 続 し て い る 回 線 よ り 良 い 回 線 を 提 供 す
る 無 線 LAN基 地 局 を 発 見 し た 場 合 に は 、 そ れ を 機 会 に 新 し い 無 線 LAN基 地 局 へ ハ ン ド オ フ す
る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 例 え ば 、 ゲ ー ト ウ ェ イ １ ２ へ の コ ス ト が ２ ０ で あ る 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － １ ３ と 接 続 し
て い る 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 端 末 ４ － ３ に 対 し て 、 ゲ ー ト ウ ェ イ の 情 報 と し て 、 ゲ ー ト ウ ェ イ へ の コ
ス ト が 通 知 さ れ た 場 合 、 現 在 接 続 し て い る 回 線 よ り 低 い コ ス ト を 提 供 す る 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地
局 を 発 見 し た 場 合 に は 、 新 し い 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 へ ハ ン ド オ フ す る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 例 え ば 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － １ ３ か ら ゲ ー ト ウ ェ イ へ の コ ス ト が ２ ０ 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基
地 局 ３ － １ １ か ら ゲ ー ト ウ ェ イ へ の コ ス ト が １ ０ 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － ８ か ら ゲ ー ト ウ
ェ イ へ の コ ス ト が ２ で あ る と 通 知 さ れ た 場 合 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 端 末 ４ － ３ は 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地
局 ３ － ８ へ ハ ン ド オ フ す る 。 こ の ハ ン ド オ フ に と も な い 、 同 時 に 利 用 す る ゲ ー ト ウ ェ イ の
切 り 替 え も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 例 に 係 る 通 信 シ ス テ ム に つ い て 、 図 １ ２ ～ 図 １ ３ を 参 照 し て
説 明 す る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 等 の 通 信 装 置 の 経 路 制 御 部 は 、 通 常 は 各 通 信 装 置 を 繋 ぐ 回 線 に コ ス ト
と 呼 ば れ る 値 を 付 与 し 、 最 も コ ス ト が 最 小 に な る 経 路 を 選 択 す る 。 こ の コ ス ト に 基 づ い た
経 路 制 御 に つ い て 、 図 １ ２ を 参 照 し て 説 明 す る 。
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【 ０ ０ ９ ４ 】
　 図 １ ２ に 示 す メ ッ シ ュ ネ ッ ト ワ ー ク は 、 第 １ の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － １ ５ 、 第 ２ の 無 線
Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － １ ６ 、 第 ３ の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － １ ７ 、 第 ４ の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ －
１ ８ に よ り 構 成 さ れ 、 第 ２ の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － １ ６ が 第 １ の ゲ ー ト ウ ェ イ ５ － ６ に 接
続 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 端 末 ４ － ４ が 第 ３ の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － １ ７ を 経 由 し て 第 １ の ゲ ー ト ウ ェ
イ ５ － ６ と 接 続 す る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 第 １ の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 と 第 ２ 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 と を 繋 ぐ 回 線 に コ ス ト を “ Ｃ ｏ ｓ ｔ （
１ ， ２ ） “ 、 第 １ の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － １ ５ と 第 ３ 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － １ ７ と を 繋 ぐ
回 線 に コ ス ト を “ Ｃ ｏ ｓ ｔ （ １ ， ３ ） “ 、 第 ２ の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － １ ６ と 第 ４ 無 線 Ｌ
Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － １ ８ を 繋 ぐ 回 線 に コ ス ト を “ Ｃ ｏ ｓ ｔ （ ２ ， ４ ） “ 、 第 ３ の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基
地 局 ３ － １ ７ と 第 ４ 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － １ ８ を 繋 ぐ 回 線 に コ ス ト を “ Ｃ ｏ ｓ ｔ （ ３ ， ４
） “ で 表 す 。 本 実 施 例 に お い て は 、 Ｃ ｏ ｓ ｔ （ １ ， ２ ） ＝ ５ 、 Ｃ ｏ ｓ ｔ （ １ ， ３ ） ＝ １ ０
、 Ｃ ｏ ｓ ｔ （ ２ ， ４ ） ＝ １ ０ 、 Ｃ ｏ ｓ ｔ （ ３ ， ４ ） ＝ １ と す る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 端 末 ４ － ４ が 接 続 す る 第 ３ の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － １ ７ は 、 第 １ の ゲ ー ト ウ
ェ イ ５ － ６ に 接 続 す る た め に 、 ど の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 を 経 由 す る か 決 定 す る 必 要 が あ る 。
第 １ の ゲ ー ト ウ ェ イ ５ － ６ が 第 ２ の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － １ ６ に 接 続 さ れ て い る の で 第 ３
の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － １ ７ か ら 第 ２ の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － １ ６ 間 の 経 路 に つ い て 考 え
る 。 通 常 、 こ の 機 能 は 経 路 制 御 プ ロ ト コ ル に よ り 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 第 ３ の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － １ ７ か ら 第 ２ の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ ３ － １ ６ と を 繋 ぐ 経 路 は 複 数 あ
る が 、 経 路 制 御 プ ロ ト コ ル は 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 間 を 結 ぶ リ ン ク の コ ス ト を 経 路 全 体 に お い
て 収 集 し 、 最 も コ ス ト の 小 さ い 経 路 を 選 択 す る 。 例 え ば 、 帯 域 幅 、 遅 延 等 の 値 に よ り リ ン
ク の コ ス ト を 決 定 す る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 こ の 場 合 、 第 ３ の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － １ ７ か ら 第 ２ の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － １ ６ を 接
続 す る 経 路 と し て 、 第 １ の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － １ ５ を 経 由 す る 経 路 （ 経 路 １ と い う ） と
第 ４ の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － １ ８ を 経 由 す る 経 路 （ 経 路 ２ と い う ） の ２ 種 類 が あ る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 各 経 路 の コ ス ト は 、 経 路 １ に つ い て は Ｃ ｏ ｓ ｔ （ １ ， ３ ） ＋ Ｃ ｏ ｓ ｔ （ １ ， ２ ） ＝ １ ０
＋ ５ ＝ １ ５ 、 経 路 ２ に つ い て は Ｃ ｏ ｓ ｔ （ ３ ， ４ ） ＋ Ｃ ｏ ｓ ｔ （ ２ ， ４ ） ＝ １ ＋ １ ０ ＝ １
１ と な る 。 従 っ て 、 経 路 ２ の コ ス ト が 小 さ い た め 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 端 末 ４ － ４ が 第 １ の ゲ ー ト
ウ ェ イ ５ － ６ に 接 続 す る た め に は 経 路 ２ が 選 択 さ れ る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 次 に 、 ゲ ー ト ウ ェ イ が 複 数 あ る 場 合 の コ ス ト に 基 づ い た 経 路 制 御 に つ い て 、 図 １ ３ を 参
照 し て 説 明 す る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 図 １ ３ は 、 図 １ ２ に 示 し た 通 信 シ ス テ ム に お い て 、 第 ４ の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － １ ８ に
第 ２ の ゲ ー ト ウ ェ イ ５ － ７ を 接 続 し た も の で あ る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 ゲ ー ト ウ ェ イ が 複 数 あ る 場 合 も 、 そ れ ぞ れ の ゲ ー ト ウ ェ イ が 接 続 す る 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局
と 第 ３ の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － １ ７ と の 間 の 経 路 が 経 路 制 御 プ ロ ト コ ル に よ り 決 定 さ れ る
。 第 ３ の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － １ ７ と 第 １ の ゲ ー ト ウ ェ イ ５ － ６ と の コ ス ト （ 経 路 ２ の コ
ス ト ） は １ １ で あ っ た が 、 第 ３ の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － １ ７ と 第 ２ の ゲ ー ト ウ ェ イ ５ － ７
と の コ ス ト は 第 ４ の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － １ ８ 経 由 で あ る た め 、 そ の コ ス ト は １ と な る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 こ の た め 、 第 １ 及 び 第 ２ の ゲ ー ト ウ ェ イ ５ － ６ 、 ５ － ７ が 等 価 の 性 能 を 有 す る 場 合 、 無
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線 Ｌ Ａ Ｎ 端 末 ４ － ４ は 第 ２ の ゲ ー ト ウ ェ イ ５ － ７ を 選 択 し た ほ う が 良 い 経 路 を 通 過 で き る
こ と は 明 ら か で あ る が 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 端 末 ４ － ４ は 経 路 制 御 プ ロ ト コ ル を 実 行 し な い た め 、
コ ス ト の 情 報 を 知 る こ と が で き な い 。 こ の た め 、 コ ス ト の 情 報 を 知 っ て い る 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基
地 局 が 代 理 で ゲ ー ト ウ ェ イ を 選 択 す る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 こ れ ま で は 、 全 て の ゲ ー ト ウ ェ イ が 等 価 の 性 能 を 有 す る 場 合 に つ い て 説 明 し た 。 し か し
、 ゲ ー ト ウ ェ イ か ら 外 部 の ネ ッ ト ワ ー ク へ の 回 線 の 帯 域 幅 、 ト ラ ヒ ッ ク 負 荷 の 状 況 は 異 な
る こ と が 想 定 さ れ る 。 こ の た め 、 ゲ ー ト ウ ェ イ 自 身 の 性 能 を 考 慮 し た 場 合 の 、 経 路 選 択 制
御 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 こ こ で は 、 Ａ Ｐ 間 メ ッ シ ュ ネ ッ ト ワ ー ク の 経 路 の コ ス ト に ゲ ー ト ウ ェ イ の 状 態 の コ ス ト
を 反 映 す る 。 こ の 場 合 、 ゲ ー ト ウ ェ イ の コ ス ト と し て 、 帯 域 幅 、 ト ラ ヒ ッ ク 負 荷 の 状 況 、
無 線 Ｌ Ａ Ｎ 端 末 ４ － ４ が 移 動 端 末 で あ れ ば 残 り 電 力 等 が 利 用 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 本 実 施 例 に お い て は 、 図 １ ３ に 示 し た 通 信 シ ス テ ム に お い て 、 第 １ の ゲ ー ト ウ ェ イ ５ －
６ の コ ス ト （ Ｃ ｏ ｓ ｔ （ Ｇ Ｗ １ ） ） を １ ５ 、 第 ２ の ゲ ー ト ウ ェ イ ５ － ７ の コ ス ト （ Ｃ ｏ ｓ
ｔ （ Ｇ Ｗ ２ ） ） を １ ０ と す る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 こ の 場 合 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 端 末 ４ － ４ が 第 １ の ゲ ー ト ウ ェ イ ５ － ６ を 利 用 す る コ ス ト は Ｃ ｏ
ｓ ｔ （ １ ， ３ ） ＋ Ｃ ｏ ｓ ｔ （ １ ， ２ ） ＋ Ｃ ｏ ｓ ｔ （ Ｇ Ｗ １ ） ＝ １ ０ ＋ ５ ＋ １ ５ ＝ ３ ０ 、 第
２ の ゲ ー ト ウ ェ イ ５ － ７ を 利 用 す る コ ス ト は Ｃ ｏ ｓ ｔ （ ３ ， ４ ） ＋ Ｃ ｏ ｓ ｔ （ Ｇ Ｗ ２ ） ＝
１ ＋ １ ０ ＝ １ １ と な り 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 端 末 ４ － ４ は 第 ２ の ゲ ー ト ウ ェ イ ５ － ７ を 選 択 す る ほ
う が 望 ま し い 。 従 っ て 、 Ａ Ｐ が 代 理 で 第 ２ の ゲ ー ト ウ ェ イ ５ － ７ を 選 択 す る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 例 に 係 る 通 信 シ ス テ ム に つ い て 、 図 １ ４ を 参 照 し て 説 明 す る
。
【 ０ １ １ ０ 】
　 本 実 施 例 に 係 る 通 信 シ ス テ ム は 、 多 数 の ト ラ ヒ ッ ク が ゲ ー ト ウ ェ イ に 集 中 す る 場 合 に 、
そ の ト ラ ヒ ッ ク を 分 散 さ せ る も の で あ る 。 本 実 施 例 に 係 る 通 信 シ ス テ ム に お け る 経 路 制 御
に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 図 １ ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 通 常 、 多 数 の ト ラ ヒ ッ ク が ゲ ー ト ウ ェ イ ５ － ６ に 集 中 す る
た め 、 ゲ ー ト ウ ェ イ ５ － ６ 付 近 の 回 線 は 混 雑 す る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 例 え ば 、 図 １ ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 端 末 ４ － ５ ～ ４ － ８ そ れ ぞ れ に 無 線 Ｌ
Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － １ ９ ～ ３ － ２ ２ が 接 続 さ れ 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － １ ９ ～ ３ － ２ ２ は 無 線
Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － ２ ３ と 接 続 さ れ 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － ２ ３ は ゲ ー ト ウ ェ イ ５ － ６ と 接
続 さ れ 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － １ ９ と 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － ２ ０ 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ －
２ ０ と 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － ２ １ 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － ２ １ と 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － ２
２ が 接 続 さ れ て い る 通 信 シ ス テ ム を 考 え る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 こ の 場 合 、 ゲ ー ト ウ ェ イ ５ － ６ に 接 続 さ れ た 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － ２ ３ に 集 中 す る ト ラ
ヒ ッ ク と し て 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 端 末 ４ － ５ か ら 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － １ ９ 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地
局 ３ － ２ ３ 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － ２ ２ を 経 由 し て 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 端 末 ４ － ８ へ 到 達 す る ト ラ
ヒ ッ ク と 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 端 末 ４ － ６ か ら 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － ２ ０ 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３
－ ２ ３ を 経 由 し て ゲ ー ト ウ ェ イ ５ － ６ へ 到 達 す る ト ラ ヒ ッ ク と 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 端 末 ４ － ７ か
ら 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － ２ １ 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － ２ ３ を 経 由 し て ゲ ー ト ウ ェ イ ５ －
６ へ 到 達 す る ト ラ ヒ ッ ク な ど が 考 え ら れ る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 こ の ゲ ー ト ウ ェ イ 付 近 の 回 線 の 混 雑 を 回 避 す る た め 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － １ ９ ～ ３ －
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２ ３ に 、 自 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 と 他 の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 と を 繋 ぐ 回 線 の 優 先 度 を 制 御 す る 優
先 度 制 御 部 (図 示 な し )を 備 え 、 図 １ ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に ゲ ー ト ウ ェ イ ５ － ６ と 直 接 接 続
す る 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － ２ ３ と 接 続 す る 回 線 の コ ス ト を 高 い 値 に す る 。 こ の よ う に す る
こ と に よ り 、 例 え ば 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 端 末 ４ － ５ か ら 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 端 末 ４ － ８ へ 向 か う ト ラ ヒ ッ
ク は 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － １ ９ 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － ２ ３ 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － ２
２ を 経 由 せ ず 、 コ ス ト の 低 い 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － １ ９ 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － ２ ０ 、 無
線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － ２ １ 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 ３ － ２ ２ を 経 由 す る た め 、 ゲ ー ト ウ ェ イ を 利
用 し な い ト ラ ヒ ッ ク を 回 避 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 上 述 し た 実 施 例 に 係 る 無 線 通 信 シ ス テ ム の ゲ ー ト ウ ェ イ の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 ゲ ー ト ウ ェ イ 形 態 と し て は 、 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 （ ａ ） ゲ ー ト ウ ェ イ と Ａ Ｐ は な ん ら
か の 網 を 介 し て 接 続 さ れ て い る 場 合 、 （ ｂ ） ゲ ー ト ウ ェ イ と Ａ Ｐ が 直 接 接 続 さ れ て い る 場
合 、 （ ｃ ） Ａ Ｐ 内 部 に 実 装 さ れ て い る 場 合 、 （ ｄ ） ゲ ー ト ウ ェ イ が Ａ Ｐ の 配 下 に 端 末 と し
て 接 続 さ れ て い る 場 合 が あ る が 、 ど の 場 合 に お い て も 適 用 で き る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 ま た 、 上 述 し た 実 施 例 で は 、 無 線 LAN基 地 局 が 最 適 な ゲ ー ト ウ ェ イ を 検 出 す る 場 合 に つ
い て 説 明 し た が 、 こ の 最 適 な ゲ ー ト ウ ェ イ は 、 無 線 LAN基 地 局 間 の パ ケ ッ ト の 転 送 に 必 要
な 経 路 か ら 、 ゲ ー ト ウ ェ イ ま で の コ ス ト 値 等 を 取 得 す る こ と に よ り 検 出 可 能 で あ る 。 ま た
、 別 途 、 ゲ ー ト ウ ェ イ ま で の コ ス ト を 検 出 す る パ ケ ッ ト を 送 信 し て も よ い 。 ま た 、 ト ラ ヒ
ッ ク 状 況 や 、 ゲ ー ト ウ ェ イ の 帯 域 幅 等 の 情 報 を 複 合 し て 検 出 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 無 線 LAN基 地 局 が 移 動 し て ト ポ ロ ジ ー が 変 更 さ れ た 場 合 に は 、 最 適 な GWに つ い て も 変 更
さ れ る 場 合 が あ る 。 こ の 場 合 、 経 路 制 御 部 か ら 取 得 し た 情 報 も 更 新 さ れ る た め 、 自 動 的 に
新 し い 最 適 な ゲ ー ト ウ ェ イ に 変 更 さ れ る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 ま た 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 端 末 が 移 動 し て 、 別 の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 に ハ ン ド オ ー バ ー し た 場 合 で
も 、 ハ ン ド オ ー バ ー 先 の 新 し い 無 線 LAN基 地 局 が 最 適 な ゲ ー ト ウ ェ イ に 向 け て パ ケ ッ ト を
転 送 す る た め 、 常 に 最 適 に ゲ ー ト ウ ェ イ の 利 用 が 可 能 と な る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 上 述 し た 実 施 例 に お い て は 、 主 に 無 線 Ｌ Ａ Ｎ を 例 に 挙 げ て 説 明 し た が 、 携 帯 電 話 シ ス テ
ム 、 Bluetoothシ ス テ ム 等 の 様 々 な シ ス テ ム へ の 適 用 も 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 本 実 施 例 で は 、 無 線 基 地 局 間 を 結 ぶ ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク の 状 態 を 把 握 し て い る 無 線
Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 が 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 端 末 の 代 わ り に 最 適 な ゲ ー ト ウ ェ イ を 選 択 す る こ と に よ り 、 無
線 Ｌ Ａ Ｎ 端 末 の 変 更 を す る こ と な く 、 最 適 な ゲ ー ト ウ ェ イ を 利 用 し た 通 信 が 可 能 と な る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 ま た 、 よ り 良 好 な ゲ ー ト ウ ェ イ へ の 回 線 を 提 供 す る 無 線 LAN基 地 局 へ の ハ ン ド オ ー バ ー
を 誘 導 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 ま た 、 ゲ ー ト ウ ェ イ 近 隣 の 回 線 の コ ス ト を 上 げ る こ と に よ り 、 ゲ ー ト ウ ェ イ 付 近 に 集 中
す る ト ラ ヒ ッ ク を 分 散 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ １ ２ ４ 】
　 本 発 明 に 係 る 通 信 シ ス テ ム は 、 複 数 の 通 信 装 置 が 互 い に 接 続 す る こ と に よ り ア ド ホ ッ ク
ネ ッ ト ワ ー ク を 構 築 す る 通 信 シ ス テ ム に 適 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 に 係 る 通 信 シ ス テ ム を 説 明 す る た め の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 を 説 明 す る た め の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 通 信 シ ス テ ム に お い て 送 信 さ れ る パ ケ ッ ト の ア ド レ ス 構 成
を 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 通 信 シ ス テ ム の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 に お け る 処 理 フ ロ ー を 説
明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 通 信 シ ス テ ム の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 に お け る 処 理 フ ロ ー を 説
明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 通 信 シ ス テ ム の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 に お け る 処 理 フ ロ ー を 説
明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 通 信 シ ス テ ム の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 に お け る 処 理 フ ロ ー を 説
明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 に 係 る 通 信 シ ス テ ム に お い て 、 下 り パ ケ ッ ト に 対 す る 最 適
な ゲ ー ト ウ ェ イ を 選 択 す る 場 合 の 説 明 図 で あ り （ ａ ） は ゲ ー ト ウ ェ イ 間 で パ ケ ッ ト を 転 送
す る 場 合 、 （ ｂ ） は ゲ ー ト ウ ェ イ の 上 位 ノ ー ド が 最 適 な ゲ ー ト ウ ェ イ を 選 択 す る 場 合 で あ
る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 に 係 る 通 信 シ ス テ ム の ゲ ー ト ウ ェ イ の 構 成 を 説 明 す る た め
の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 例 に 係 る 通 信 シ ス テ ム に お い て 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 が 最 適
な ゲ ー ト ウ ェ イ を 通 知 す る 場 合 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 例 に 係 る 通 信 シ ス テ ム に お い て 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局 間 で ハ
ン ド オ フ す る 場 合 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 例 に 係 る 通 信 シ ス テ ム に お け る 経 路 制 御 を 説 明 す る た め の
説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 例 に 係 る 通 信 シ ス テ ム に お け る 経 路 制 御 を 説 明 す る た め の
説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 例 に 係 る 通 信 シ ス テ ム に お け る ト ラ ヒ ッ ク 分 散 を 説 明 す る
た め の 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 通 信 シ ス テ ム の ゲ ー ト ウ ェ イ の 形 態 を 説 明 す る た め の 説
明 図 で あ り 、 （ ａ ） は ゲ ー ト ウ ェ イ と Ａ Ｐ と が 網 を 介 し て 接 続 さ れ て い る 場 合 、 （ ｂ ） は
ゲ ー ト ウ ェ イ と Ａ Ｐ と が 直 接 接 続 さ れ て い る 場 合 、 （ ｃ ） は Ａ Ｐ 内 部 に ゲ ー ト ウ ェ イ が 実
装 さ れ て い る 場 合 、 （ ｄ ） は ゲ ー ト ウ ェ イ が Ａ Ｐ 配 下 に 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 端 末 と し て 接 続 さ れ て
い る 場 合 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ２ ６ 】
１ － ２ 　 ネ ッ ト ワ ー ク
３ － １ 、 ３ － ２ 、 ３ － ３ 、 ３ － ４ 、 ３ － ５ 、 ３ － ６ 、 ３ － ７ 、 ３ － ８ 、 ３ － ９ 、 ３ － １ ０
、 ３ － １ １ 、 ３ － １ ２ 、 ３ － １ ３ 、 ３ － １ ４ 、 ３ － １ ５ 、 ３ － １ ６ 、 ３ － １ ７ 、 ３ － １ ８
、 ３ － １ ９ 、 ３ － ２ ０ 、 ３ － ２ １ 、 ３ － ２ ２ 、 ３ － ２ ３ 　 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 基 地 局
４ － １ 、 ４ － ２ 、 ４ － ３ 、 ４ － ４ 、 ４ － ５ 、 ４ － ６ 、 ４ － ７ 、 ４ － ８ 　 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 端 末
５ － １ 、 ５ － ２ 、 ５ － ３ 、 ５ － ４ 、 ５ － ５ 、 ５ － ６ 、 ５ － ７ 　 ゲ ー ト ウ ェ イ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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